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明
日
に
つ
な
が
る
歩
み
を

　

市
制
施
行
一
〇
周
年
を
記
念
し
、
春
か
ら
多

様
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
も
、今
回
の
企
画
展
の
テ
ー
マ
を「
魚

沼
市
に
お
け
る
宮
柊
二
の
足
跡
」
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
合
併
前
の
堀
之
内
地
域
中
心
で
あ
っ
た

も
の
を
、
広
域
に
捉
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
短
歌
教
室
」「
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
、
計
画
し
た
事
業
も
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
し
、
二
〇
回
目
と
な
る
短
歌
大
会

で
は
、「
一
般
の
部
」
で
九
〇
〇
首
を
超
え
る

応
募
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ジ
ュ
ニ
ア
短
歌
教
室
」
は
、
こ
れ

ま
で
当
館
を
会
場
と
し
て
開
い
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
市
内
の
小

中
学
校
に
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
中
学
校
二
校

で
「
出
前
教
室
」
と
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
活

動
は
そ
の
内
容
を
含
め
、
充
実
し
て
き
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
活
動
は
、
他
の
部
門
と
く
ら
べ
地
味
で

あ
り
、
一
般
の
評
価
は
高
い
と
は
い
え
な
い
と

言
わ
れ
ま
す
が
「
日
常
の
積
み
重
ね
」「
確
実

な
一
歩
」
が
明
日
に
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
、

精
進
し
た
い
も
の
で
す
。

市制施行10周年
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う
。
そ
ん
な
記
憶
の
確
か
さ
に
、
自
分
自

身
で
も
驚
い
て
い
る
様
子
が
浮
か
び
ま
す
。

書
籍
商
の
販
路

　

柊
二
に
し
み
込
ん
で
い
た
こ
の
記
憶

は
、
生
家
・
丸
末
書
店
が
当
時
、
教
科
書

販
売
等
に
よ
り
魚
沼
の
地
域
全
体
に
販
路

を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。肇
少
年
は
、本
の
荷
を
背
負
い
、父
・

保
治
と
と
も
に
魚
沼
各
地
の
村
々
を
歩
い

て
い
た
の
で
す
。
そ
の
範
囲
は
魚
沼
市
を

は
じ
め
、
小
千
谷
か
ら
南
魚
沼
、
湯
沢
ま

で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

文
章
に
残
し
た
帰
郷

　

上
京
し
て
か
ら
も
、
柊
二
は
幾
度
も
帰

郷
し
て
お
り
、帰
郷
に
際
し
て
の
想
い
を
、

ま
と
め
た
文
章
や
短
歌
も
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
七
年
に
は
、
栃
尾
又
温
泉
を

訪
れ
、
少
年
時
代
に
何
度
も
訪
れ
た
こ
と

を
懐
か
し
く
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
五
〇
年
に
は
、文
芸
春
秋
社
の
企
画
で
、

只
見
線
沿
線
の
村
々
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

雪
の
深
い
一
月
、
小
出
駅
に
降
り
立
っ
て

か
ら
、
広
神
、
守
門
、
入
広
瀬
の
大
栃
山
、

大
白
川
と
た
ど
り
ま
し
た
。
東
京
へ
の
帰

途
に
着
く
前
に
は
、
湯
之
谷
の
温
泉
に
つ

か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

柊
二
作
詞
の
校
歌

　

魚
沼
に
は
柊
二
が
作
詞
し
た
歌
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
も
古
い
「
堀
之
内
小

唄
」
を
は
じ
め
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
、

守
門
の
青
年
た
ち
の
情
熱
に
応
え
て
「
守

門
青
年
団
歌
」
を
作
詞
し
ま
し
た
。

　

柊
二
の
作
詞
の
な
か
で
忘
れ
ら
れ
な
い

忘
れ
得
な
い
魚
沼
の
思
い
出

　

若
き
日
に
故
郷
を
離
れ
東
京
に
暮
ら
し

て
い
た
宮
柊
二
で
す
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
が
、
魚
沼
市
内
の
各
地
に
あ
り
ま

し
た
。出
身
地
で
あ
る
堀
之
内
を
は
じ
め
、

広
瀬
谷
の
村
々
の
こ
と
や
大
湯
温
泉
郷
の

出
湯
を
好
ん
だ
こ
と
な
ど
、
短
歌
作
品
や

散
文
に
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

諳
ん
じ
て
魚
沼
郡
の
村
々
の 

名
を
よ
み
あ
ぐ
る
年
の
始
に

　

こ
の
歌
は
昭
和
五
〇
年
、
柊
二
が

六
十
三
歳
の
正
月
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
年

頭
に
あ
た
り
故
郷
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
み

た
ら
、
少
年
の
日
に
訪
れ
た
近
郷
の
村
々

の
名
前
が
次
々
と
思
い
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ

「腹から歌える歌を」との願
いに応えた守門青年団歌。

　堀之内十五夜まつりで演奏され
る屋台囃子の曲目に「堀之内小唄」
という一曲があります。歌詞には、
堀之内各所の地名とゆかりの風物
が入っていて、往時の雰囲気を偲
ぶことができます。
　この曲は、昭和14年に宮柊二が
作詞をしたものです。柊二が師事
していた北原白秋は、門下に流行

歌のようなものを作ることを禁止
していました。そのため、当時は
一青年・宮肇の名で作ったそうで
す。堀之内の友人を介して、試作
の歌詞を何度かやり取りした様子
が、資料に残されています。
　なお、作曲は、民謡研究家の町
田嘉章。また、後には曲に踊りも
つけられ、現在に伝わっています。

展示資料から
宮肇作詞「堀之内小唄」試作歌詞

一青年として作詞した「堀之内小唄」。
現在も歌い継がれています。

　
平
成
二
十
六
年
は
魚
沼
市
が
誕
生
し
て
一
〇
周
年
と
な
る
年
で
す
。

こ
の
機
会
に
宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
魚
沼
市
内
の
宮
柊
二
の
足
跡
を
た

ど
る
企
画
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。少
年
時
代
に
商
い
に
歩
い
た
地
や
、

作
詞
し
た
市
内
学
校
の
校
歌
資
料
な
ど
を
と
お
し
て
、
宮
柊
二
の
歌
風

を
つ
ち
か
っ
た
魚
沼
と
の
つ
な
が
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
「
魚
沼
市
に
お
け
る
足
跡
」
展

故
郷
・
魚
沼
と
の
つ
な
が
り
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の
は
校
歌
で
す
。
閉
校
な
ど
に
よ
り
歌
わ

れ
な
く
な
っ
た
歌
も
あ
り
ま
す
が
、
昭
和

二
十
八
年
の
新
制
堀
之
内
中
学
校
を
最
初

に
、
全
部
で
十
一
校
の
校
歌
を
作
詞
し
て

い
ま
す
。　

雪
の
里
に
生
ま
れ
て

　

柊
二
の
歌
に
は
魚
沼
の
風
土
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

柊
二
自
身
、
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と

な
く
、作
歌
を
続
け
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
柊
二
が
雪
の
里
、
魚

沼
を
く
ま
な
く
知
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
ら

た
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
足
取
り
を

た
ど
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。昭和12年８月　上村武雄を見舞う、自作の堀之内

小唄を聞く。
昭和14年８月　召集令状を受け帰町。
昭和24年８月　多磨全国大会（湯沢）終了後、帰町。
昭和33年３月　守門青年団団歌作詞。守門の青年

たちと懇談。堀之内では公民館に
て短歌講座。

昭和34年４月　父の納骨のため帰町。
昭和37年７月　新潟市でのコスモス支部歌会の帰

途、小出下車、浅野屋にて小憩、
栃尾又 自在館に一泊。

昭和38年５月　堀之内簗に泊る。翌日帰郷。
昭和40年８月　新潟市におけるコスモス全国大会

に先立って会員等と魚野川ライン
下りを楽しみ、簗で休憩。小出町
川善旅館に一泊。

昭和41年11月　堀之内公民館竣工記念講演。
昭和47年４月　小千谷市山本山のかたくりを鑑賞

の帰途、朝日新聞歌壇・選者達と
簗を訪れる。

昭和47年９月　簗にて還暦祝い。
昭和50年１月　文芸春秋のため「わらべ歌紀行」。

広神・守門・入広瀬の各村へ。守
門村 小西屋に一泊、湯之谷村 大
湯温泉一泊。

昭和52年11月　堀之内小学校歌碑除幕式に帰郷。
昭和60年11月　堀之内町制60周年記念式典に参列

のため帰町。（最後の帰町。）

主な柊二の帰郷

昭和53年の広神東小学校の校歌発
表会。発表会では、校歌にこめた
メッセージを伝えました。

オープニングセレモニーより

新
潟
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
「
宮
先
生
の
思
い
出
」

柊
二
を
盛
り
立
て
て
い
っ
た
こ
と
や
、

校
歌
発
表
会
で
の
講
演
内
容
、
新
潟
で

行
わ
れ
た
コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
で
の
出

来
事
に
つ
い
て
、
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ど
れ
も
が
参
加
者
か
ら
笑
み
の

こ
ぼ
れ
る
あ
た
た
か
い
お
話
で
し
た
。

　

ま
た
、
支
部
報
「
河
」
の
な
か
で
特

色
の
あ
る
号
も
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
宮
柊
二
先
生
追
悼
特
集
号
の

第
七
〇
号
に
は
、
宮
柊
二
が
新
潟
を
訪

れ
た
履
歴
や
未
発
表
の
柊
二
の
講
演
内

容
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
貴
重
な

資
料
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、歌
集
『
小
紺
珠
』

の
冒
頭
に
あ
る
一
連「
砂
の
し
づ
ま
り
」

の
歌
を
、
柊
二
自
身
が
朗
読
し
た
テ
ー

プ
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
柊
二
の
厳
し
く
あ
た
た

か
い
人
柄
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

数
々
に
、
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
四
日
に
は
、「
魚
沼
市

に
お
け
る
宮
柊
二
の
足
跡
」
展
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

市
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
コ
ス
モ
ス

短
歌
会
で
新
潟
県
支
部
の
摩ま

に尼
久
晴

先
生
か
ら
「
宮
先
生
の
思
い
出
」
と

題
し
て
、
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

摩
尼
先
生
は
、
県
支
部
の
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
特
に
支
部
報

「
河
」
の
編
集
発
行
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
内
で
の
宮

柊
二
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
た
く
さ
ん
ご

存
知
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
コ
ス
モ
ス
創
刊
に
あ

た
っ
て
、
新
潟
県
の
仲
間
た
ち
が
宮

テープカットの様子。５名の方から
カットしていただきました。

記念講演の摩尼先生。柊二の貴重な
エピソードをお聞かせいただきました。

堀之内町立堀之内中学校（S27）
堀之内町立田川小学校（S28）
堀之内町立原中学校（S31）
小出町立伊米ケ崎中学校（S42）
堀之内町立堀之内小学校（S46）
広神村立広神中学校（S48）
堀之内町立堀之内中学校（S50）
新潟県立堀之内高等学校（S50）
広神村立東小学校（S52）
堀之内町立原小学校（S54）
広神村立西小学校（S55）

市内の柊二作詞校歌
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第
二
〇
回
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

応
募
数
は
一
万
二
千
首
以
上

　

今
年
で
第
二
〇
回
目
と
な
る
短
歌
大
会

は
、
作
品
募
集
を
締
め
切
り
、
表
彰
式
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
応
募
状

況
は
一
般
の
部
で
九
一
九
首
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
で
一
万
一
千
首
を
超
え
、
一
万
二
千

首
を
超
え
る
、
過
去
最
大
の
応
募
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
子
ど
も
た
ち
が
短
歌
に
触

れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
、
伝
統
的
な
文
芸
で
あ
る
短
歌
の

学
習
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

選
歌
を
お
願
い
し
ま
し
た
三
井
修
先
生

と
田
宮
朋
子
先
生
に
は
大
変
な
お
難
儀
を

か
け
て
お
り
ま
す
が
、
作
品
数
が
多
く

な
っ
た
分
、
優
れ
た
歌
も
増
え
て
い
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
十
一
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
短

歌
大
会
表
彰
式
に
む
け
、
関
係
者
一
丸
と

な
っ
て
入
念
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
大
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。短歌大会　応募状況

区　　分 応募作品数

一 般 の 部 919首

ジュニアの部 11,132首

（ 小 学 生 ） 3,099首

（ 中 学 生 ） 4,596首

（ 高 校 生 ） 3,437首

総　　計 12,051首

短歌大会    選者ご紹介

短歌賞受賞。平成15年、第49回Ｏ先生賞受
賞。同年、第50回コスモス賞受賞。平成18
年よりコスモス選者。
　現在、宮柊二記念館運営委員、現代歌人
協会会員、ＮＨＫ学園講師。
　歌集『雛の時間』、『星の供花』、『雪月の
家』。

所上級研究員、日本エネルギー経済研究所
研究主幹、東京外国語大学非常勤講師等を
歴任。商社勤務時代に中東駐在延べ６年。
現在、塔短歌会選者、北陸中日新聞短歌欄
選者、ＮＨＫ学園講師、朝日カルチャー講
師他。
　著書として歌集『砂の詩学』（現代歌人
協会賞）、『洪水伝説』、『アステカの王』、
『風紋の島』（日本歌人クラブ賞）、『軌跡』、
『砂幸彦』、『薔薇図譜』（泉鏡花記念金沢市
民文学賞）、『海図』（島木赤彦文学賞）他、
評論集『永田和宏の歌』。

田  宮   朋  子  さん 三   井        修  さん
　昭和25年（1950年）、
新潟県生まれ。東洋大
学卒業。昭和55年、コ
スモス短歌会入会。平
成３年、コスモス内同
人誌「棧橋」に参加。
平成14年、第48回角川

　昭和23年（1948年）、
金沢市に生まれ、能登
で育つ。東京外国語大
学アラビア語学科卒、
一橋大学大学院言語社
会研究科中退。商社勤
務の後、中東経済研究

第20回 宮柊二記念館全国短歌大会 表彰式
◎日　時　　平成26年11月16日（日）
　　　　　　12：30 ～ 15：00
◎会　場　　魚沼市堀之内公民館　大ホール
　　　　　　宮柊二記念館隣り
◎内　容　　①選者講評　 ②表彰式
◎交　通
　〔 車 〕　関越自動車道　堀之内 I C　３分
　〔鉄道〕　上越線 越後堀之内駅　車で３分・徒歩15分
◎その他
　記念館において特別賞受賞者の短歌色紙を展示します。
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新資料紹介

平成26年度 前期事業
　年度の前半が終わって秋の深まるなか、
今年度前半の事業を振り返ってみました。
その一部をご紹介いたします。

　俵山喜秋は宮柊二の旧知
で、コスモスにも早い時期
から参加していました。根
小屋小学校の校長なども勤
め、魚沼に縁の深い方です。
このたび書５点を、前記念
館館長の平澤憲一さんより
寄贈いただきました。
　また、里見弴の書軸１点
も寄贈いただきました。

　今年度これまでに貴重な資料を寄贈いただきまし
た。厚く感謝申し上げます。今後も大切に保存してま
いります。

夏休みジュニア短歌教室

市内中学校への短歌出前講座

　夏休みの８月22日、小・中学生向けに短歌入門の
教室を行いました。地元講師の指導により、子ども
たちは熱心に歌づくりに取り組んでいました。夏休
みの思い出などを、うまく短歌にできたようです。

　市教育委員会の学習指導センターが企画する出前
講座で、７月７日、短歌教室の３名の方が守門中学
校の授業にうかがいました。また、９月10日には、
堀之内中学校で出張授業が行われました。

宮柊二  書簡

俵山喜秋  書 ほか

　コスモス歌人の島田暉さ
んが保管していた、柊二か
らコスモス歌人・関口福衛
に宛てた葉書を含め、関連
の資料を寄贈していただき
ました。

小宮山政男遊戯絵本「よく見ればこの世は浄土」

　市内在住で、独自の書画で表現活動をされている
小宮山さんの作品展覧会を、８月５日から17日まで
開催しました。温かな絵に心なごむ言葉が添えられ
る作品は、訪れた人を楽しませてくれました。

宮柊二講座「宮柊二を語る」

　７月20日、岡崎康行先生から、第一展示室におい
て宮柊二の生涯と代表的な歌を解説する講演をいた
だきました。歌の朗詠テープを流したり、文法の話
も交えたりと、中身の濃い講演となりました。
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宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
会
費
は
一
、〇
〇
〇
円
で
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
宮
柊
二
記
念
館
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

「
友
の
会
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　柊二の父・宮保治は、書店業のかたわら俳句の雑誌「三峡」を発行して
いました。投稿者は北魚沼のみならず、小千谷や六日町などからもあり、
行商に訪れた先で文芸の仲間を募ったと考えられます。
　文芸に親しむ父親の姿は、歌人・柊二の誕生に影響を与えたといえます。

宮柊二記念館収蔵資料紹介　№ 41

宮  

保
治  

発
行

俳
句
雑
誌
「
三
峡
」

館内の柊二年譜の位置を変更

　「
宮
柊
二
と
魚
沼
市
」

パ
ネ
ル
と
「
宮
柊
二
略
年

譜
」
を
ロ
ビ
ー
の
壁
面
に

移
動
し
ま
し
た
。
お
客
様

に
は
見
や
す
く
、
第
一
展

示
室
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
は

広
く
な
り
ま
し
た
。

館
内
の
模
様
替
え

あ
れ
か
ら
一
〇
年

　
一
〇
年
前
、
中
越
大
震
災
の
対
応
に
追
わ
れ
る

な
か
、
魚
沼
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
宮
柊
二
記
念

館
も
魚
沼
市
立
と
な
り
、
市
民
へ
の
普
及
に
向
け

て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
一
〇
年
を
振
り
返
っ
て
…
。
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
…
、
豪
雪
、
東
日
本
大
震

災
、
そ
し
て
こ
の
八
月
、
広
島
を
襲
っ
た
豪
雨
、

木
曽
の
御
嶽
山
で
の
火
山
の
噴
火
。

　
被
災
地
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ

げ
る
と
共
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。


